
国民年金だより

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
市
（
区
）
役

所
ま
た
は
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
係
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
※
20
歳
前
に
就
職

し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
中
の
方

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

２０歳から国民年金
新成人の皆様おめでとうございます

国
民
年
金
の
給
付
は

３
種
類
の
基
礎
年
金

が
あ
り
ま
す

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う

　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、

加
入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま

す
。

　
年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

被保険者の種類 第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者

対象者

20 歳以上 60 未満の自営

業の方、農林漁業の方、学

生の方など

会社員、公務員など

（厚生年金保険や共済組

合の加入者で 65 歳未満

の方）

第 2 号被保険者に扶養され

ている 20 歳以上 60 歳未満

の配偶者

保険料

国民年金保険料

【定額】14,980 円

（平成 24 年度）被保険者

が負担します。

厚生年金保険料

16.766％

（平成 24 年 9 月現在）

労使折半で負担します。

被保険者本人は保険料負担を

要しません。

配偶者の加入している年金制

度の保険者が負担します。

老
齢
基
礎
年
金

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら

れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
方
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

田沢湖図書館からお知らせ

『河正雄文庫』から

　このたび、河正雄氏の「韓国政府文化勲章」受章を
記念し、新たに寄贈を受けた図書を展示しています。
　また、受章記念祝賀会の模様や故郷韓国霊岩郡で
の「河美術館」オープニングセレモニーの様子など
も併せてご紹介しています。ぜひご覧ください。

　田沢湖図書館　睦月（1 月）の
　展示コーナーのお知らせ

・「初春　時代小説を読む」
・「春を待つ　冬の園芸」
・「準備できましたか？確定申告」

●就業改善センターの図書室は、蔵書点検のため 1 月末
まで利用できません。ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

図書館
　情報局

田沢湖図書館　　 43-1307
　休 1 日（火）～ 4 日（金）（年始休館）、7 日（月）、14 日（月・祝）、15 日（月・
振替休館）、21 日（月）、28 日（月）

学習資料館　　 43-3333
　休 1 日（火）～ 4 日（金）（年始休館）、7 日（月）、14 日（月・祝）、15 日（月・
振替休館）、21 日（月）、28 日（月）、31 日（木・月末整理休館日）　

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休  1 日（火）～ 4 日（金）（年始休館）、7 日（月）、15 日（月・振替休館）、
21 日（月）、28 日（月）

１

１

１

学習資料館

新潮社から寄贈された図書を
紹介します

「最後の大独演会」立川談志・ビートたけし・太田
光／「盗人」田牧大和／「かおばな憑依帖」三國青
葉／「絶対服従者」関俊介／「談志歳時記」吉川潮
／「けさくしゃ」畠中恵／「赦す人」大崎善生／「噂
の女」奥田英朗／「マリアージュ・マリアージュ」
金原ひとみ／「福永武彦新生日記」福永武彦／「何者」
朝井リョウ／「今日もいち日、ぶじ日記」高山なお
み／「数字の国のミステリー」マーカス・デュ・ソー
トイ／「祖母の手帖」ミレーナ・アグス／「管見妄
語　卑怯を映す鏡」藤原正彦／「原子力安全委員会
は何を間違えたのか？」岡本孝司／「政権交代の試
練」前原誠司／「ケインズかハイエクか」ニコラス・
ワプショット／「高峰秀子 夫婦の流儀」斎藤明美
／「イタリア古寺巡礼 シチリア→ナポリ」金沢百枝・
小澤実／「資本主義の「終わりの始まり」」藤原章
生／「大津波を生きる」高山文彦／「外交プロに学
ぶ 修羅場の交渉術」伊奈久喜／「「忠臣蔵」の決算書」
山本博文／「誤解だらけの「発達障害」」河野俊一
／「怒らない働き方」川辺秀美
●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

●日時／ 1 月 26 日（土）　開演 14：00（ロビー開場 12：30　ホール開場 13：30）
●会場／仙北市民会館　●入場無料（入場整理券が必要です。1 家族 2 枚まで）

おなじみの陸上自衛隊東北方面音楽隊！
心踊り、なつかしい曲で今年もお楽しみください。

【入場整理券の交付】
●期間／ 1 月 8 日（火）～ 25 日（金）9：00 ～ 17：00
●交付の場所／仙北市民会館（14 日、15 日、21 日を除く）、田沢湖・西木・角館の各地域センター窓口（平日のみ）
※整理券がなくなり次第終了となります。　●問合せ／仙北市民会館　 43-3143

陸上自衛隊東北方面音楽隊コンサート

18Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく19


